
世
界
記
憶
遺
産歴

史
の
貴
重
な
証
言
物

「
和
倉
温
泉
を
忘
れ
な
い
で
」

イベントを今後も継続
被災旅館が「復興市」

風
呂
じ
ま
ん
の
宿
特
集
４
～
７
面

宿泊業、８月の売上高

前年同月比．％増加

コロナ前比は．％増

本社「選授与式」１月日開催

「災害」テーマに講演も

２面

宿泊税、ＤＭＯの在り方提言

３面

「今行ける能登」を楽しむ

９面

２者が食材を「共同配送」

面

「温泉地のインバウンド対応」

面

九州で未来語る「サミット」

■■

宿
泊
業
の
従
事
者
数

前
年
比

％
増
加

（１） 第３２４４号昭和年８月日第３種郵便物認可 ２０２４年（令和６年）１１月１１日（月曜日） （毎週月曜日発行）

引
き
揚
げ
の
記
録
の
資
料

の
一
つ「
白
樺
日
誌
」（
レ

プ
リ
カ
）
。
シ
ベ
リ
ア
抑

留
中
の
様
子
や
心
情
を
和

歌
な
ど
で
つ
づ
っ
た
日
誌

　
能
登
半
島
地
震
で
大
き
な
被
害
を
受
け
た
和
倉
温
泉
（
石
川
県
七
尾
市
）
で
３
日
、
「
和
倉
復
興
め
ぐ
る
市
」
と

題
す
る
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
た
。
各
旅
館
で
使
わ
れ
な
く
な
っ
た
食
器
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
備
品
を
廉
価
で
販

売
。
遠
方
か
ら
の
買
い
物
客
を
含
め
て
多
く
の
来
場
者
で
に
ぎ
わ
っ
た
。
イ
ベ
ン
ト
を
主
催
し
た
和
倉
温
泉
創
造
的

復
興
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会
の
多
田
直
未
・
同
イ
ベ
ン
ト
実
行
委
員
長
（
美
湾
荘
社
長
）
は
「
温
泉
地
が
忘
れ
ら

れ
な
い
よ
う
に
、
今
後
も
イ
ベ
ン
ト
を
続
け
て
い
き
た
い
」
と
話
す
。

多田委員長

　
総
務
省
が
こ
の
ほ
ど
公
表

し
た
サ
ー
ビ
ス
産
業
動
向
調

査
の
８
月
分
速
報
で
、
同
月

の
宿
泊
業（
旅
館
・
ホ
テ
ル
、

簡
易
宿
所
、
下
宿
業
）
の
売

上
高
は
前
年
同
月
比
０
・
４

％
増
の
７
５
６
３
億
９
３
０

０
万
円
と
、
３
カ
月
連
続
で

増
加
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
前
の

２
０
１
９
年
同
月
比
は
３
・

８
％
増
。

　
今
年
５
月
の
売
上
高
が
、

速
報
値
で
前
年
同
月
比
０
・

２
％
増
も
、
確
定
値
で
０
・

１
％
減
と
減
少
に
転
じ
た
。

こ
の
た
め
２
０
２
１
年

月

か
ら
続
い
て
い
た
前
年
同
月

比
の
増
加
は

カ
月
連
続
で

ス
ト
ッ
プ
。
８
月
は
３
カ
月

連
続
の
増
加
と
な
っ
た
。

　
サ
ー
ビ
ス
産
業
全
体
は
前

年
同
月
比
２
・
４
％
増
の


兆
９
８
２
８
億
３
３
０
０
万

円
と
、

カ
月
連
続
で
増
加

し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
前
の

年

同
月
比
は
５
・
３
％
増
。

　
ほ
か
の
業
種
を
見
る
と
、

飲
食
店
が
前
年
同
月
比
３
・

６
％
増
（

年
同
月
比
０
・

６
％
増
）
の
１
兆
８
２
４
５

億
８
７
０
０
万
円
。
娯
楽
業

（
映
画
館
、公
園
・
遊
園
地
、

遊
戯
場
な
ど
）
が
同
４
・
８

％
増
（
同

・
４
％
増
）
の

２
兆
８
７
４
７
億
６
６
０
０

万
円
。
道
路
旅
客
運
送
業
が

同
４
・
１
％
増
（
同
７
・
５

％
減
）
の
２
６
０
７
億
７
４

０
０
万
円
。

　
同
月
の
サ
ー
ビ
ス
産
業
の

事
業
従
事
者
数
は
、
宿
泊
業

が
前
年
同
月
比
０
・
７
％
増

の

万
９
６
０
０
人
と

カ

月
連
続
で
増
加
し
た
。
コ
ロ

ナ
禍
前
の

年
同
月
比
は
０

・
１
％
増
。

　
サ
ー
ビ
ス
産
業
全
体
は
前

年
同
月
比
０
・
３
％
増
（


年
同
月
比
１
・
４
％
減
）
の

２
９
８
０
万
４
３
０
０
人
。

　
こ
の
ほ
か
飲
食
店
が
同
０

・
３
％
増（
同
８
・
０
％
減
）

の
３
９
６
万
８
３
０
０
人
。

娯
楽
業
が
同
０
・
７
％
減

（
同
５
・
７
％
減
）
の

万

４
２
０
０
人
。
道
路
旅
客
運

送
業
が
同
１
・
９
％
増
（
同

８
・
６
％
減
）
の

万
６
２

０
０
人
。

「必ず復興」「復興するぞ」と自らを鼓舞する
張り紙も

食
器
や
備
品
な
ど
、
旅
館
の

業
務
用
品
を
廉
価
で
販
売
し

た

前回の授与式（今年１月日）

　
観
光
経
済
新
聞
社
は
来
年

１
月

日
、
東
京
の
浅
草
ビ

ュ
ー
ホ
テ
ル
で
２
０
２
４
年

度
「
人
気
温
泉
旅
館
ホ
テ
ル

２
５
０
選
認
定
証
授
与
式
」

を
開
く
。
午
前

時

分
か

ら
の
第
１
部
で
東
京
大
学
大

学
院
情
報
学
環
総
合
防
災
研

究
セ
ン
タ
ー
客
員
教
授
の
松

尾
一
郎
氏
が
「
災
害
多
発
国

日
本
！
　
命
を
守
る
観
光
業

界
の
役
割
と
は
」
を
テ
ー
マ

に
講
演
。

時
か
ら
の
第
２

部
で
２
５
０
選
入
選
旅
館
・

ホ
テ
ル
に
認
定
証
、
２
５
０

選
と
同
時
に
実
施
の
「
に
っ

ぽ
ん
の
温
泉
１
０
０
選
」
の

上
位
温
泉
地
に
表
彰
状
を
贈

る
。

　
２
５
０
選
は
旅
行
業
者
、

Ｏ
Ｔ
Ａ
の
社
員
な
ど
に
よ
る

温
泉
地
の
旅
館
・
ホ
テ
ル
の

人
気
投
票
。
投
票
の
多
か
っ

た
上
位
２
５
０
軒
を
順
位
を

付
け
ず
に
公
表
し
て
い
る
。

通
算
５
回
以
上
入
選
の
施
設

は
「
５
つ
星
の
宿
」
の
称
号

と
と
も
に
、
特
製
の
認
定
証

を
贈
っ
て
い
る
。

　
投
票
は

月
末
で
締
め
切

り
。
結
果
は
本
紙
の
年
内
最

終
号
（

月

日
付
）
で
発

表
す
る
。

　
京
都
府
舞
鶴
市
が

月


日
、
東
京
都
内
で
記
者
会
見

し
、
旧
ソ
連
に
よ
る
シ
ベ
リ

ア
抑
留
と
海
外
か
ら
の
引
き

揚
げ
に
関
す
る
イ
ベ
ン
ト

を
、

月
と
来
年
３
月
に
都

内
で
開
催
す
る
と
発
表
し

た
。
そ
の
際
、
国
連
教
育
科

学
文
化
機
関
（
ユ
ネ
ス
コ
）

の
「
世
界
の
記
憶
」
（
世
界

記
憶
遺
産
）
の
話
が
出
た
。

　
同
市（
舞
鶴
引
揚
記
念
館
）

が
所
蔵
す
る
引
き
揚
げ
関
係

資
料
５
７
０
点
は
２
０
１
５

年

月
、
「
世
界
の
記
憶
」

に
登
録
さ
れ
た
が
、
来
年
は

そ
の

周
年
に
あ
た
る
。
折

し
も
、
戦
後

年
、
そ
し
て

引
き
揚
げ
開
始

年
の
年
で

も
あ
る
。
日
本
に
と
っ
て
、

ま
た
同
市
に
と
っ
て
節
目
の

年
で
あ
り
、
改
め
て
「
世
界

の
記
憶
」
を
取
り
上
げ
た
い

と
思
っ
た
。

　
ユ
ネ
ス
コ
の
「
世
界
の
記

憶
」
は
、
世
界
的
に
重
要
な

記
録
物
を
人
類
の
財
産
と
し

て
保
存
す
る
こ
と
な
ど
を
目

的
に
国
際
的
に
登
録
す
る
制

度
で
、
１
９
９
２
年
に
始
ま

っ
た
。
文
書
や
書
物
、
楽
譜

や
手
書
き
の
写
本
だ
け
で
な

く
、
絵
画
、
地
図
、
ポ
ス
タ

ー
、
映
画
な
ど
多
岐
に
わ
た

る
記
録
物
が
対
象
と
な
っ
て

い
る
。
２
年
に
１
回
審
査
さ

れ
て
い
る
。

　
制
度
に
は
世
界
的
に
重
要

性
が
あ
る
も
の
を
登
録
す
る

「
国
際
登
録
」
と
地
域
的
重

要
性
が
あ
る
も
の
を
登
録
す

る
「
地
域
登
録
」
が
あ
り
、

昨
年
３
月
現
在
で
、
そ
れ
ぞ

れ
４
９
４
件
、

件
が
登
録

さ
れ
て
い
る
。

　
ち
な
み
に
、
国
際
登
録
は

国
際
諮
問
委
員
会（
Ｉ
Ａ
Ｃ
）

の
勧
告
に
基
づ
き
、
ユ
ネ
ス

コ
執
行
委
員
会
で
決
め
ら
れ

る
。

　
日
本
の
国
際
登
録
は
、
同

市
の
引
き
揚
げ
資
料
（
正
式

に
は
「
舞
鶴
へ
の
生
還
１
９

４
５
～
１
９
５
６

シ
ベ
リ

ア
抑
留
等
日
本
人
の
本
国
へ

の
引
き
揚
げ
の
記
録
」
）
の

ほ
か
、
「
山
本
作
兵
衛
氏
の

炭
鉱
の
記
録
画
並
び
に
記
録

文
書
」
（

年
）
、
「
御
堂

関
白
記
」
（

年
）
、
「
上

野
三
碑
」
（

年
）
な
ど
が

あ
り
、
最
も
新
し
い
の
は


年
の
「
智
証
大
師
円
珍
関
係

文
書
典
籍
―
日
本
・
中
国
の

文
化
交
流
史
」
で
、
計
９
件

と
な
っ
て
い
る
。

　
こ
の
ほ
か
、
原
爆
投
下
後

の
広
島
で
撮
ら
れ
た
写
真
や

映
像
の
資
料
、
東
京
の
増
上

寺
が
所
蔵
す
る
経
典
が
登
録

候
補
と
し
て
推
薦
さ
れ
て
い

る
。

　
登
録
を
巡
っ
て
国
同
士
が

反
発
し
合
う
こ
と
も
あ
っ

た
。
例
え
ば
中
国
の
「
南
京

大
虐
殺
」
に
関
す
る
資
料
が

登
録
さ
れ
た
際
、
日
本
政
府

は
「
政
治
利
用
」
と
抵
抗
し

た
。審
議
が
非
公
開
で
、関
係

国
の
意
見
が
反
映
さ
れ
る
仕

組
み
が
な
い
こ
と
な
ど
が
背

景
に
あ
っ
た
と
記
憶
す
る
。

　
そ
の
後
ユ
ネ
ス
コ
は
「
世

界
の
記
憶
」
の
制
度
改
革
案

を
ま
と
め
、
政
治
利
用
を
狙

っ
た
申
請
事
案
に
つ
い
て
、

加
盟
国
が
登
録
を
阻
止
で
き

る
仕
組
み
を
設
け
た
と
さ
れ

る
。

　
本
来
の
趣
旨
に
沿
っ
て
、

「
世
界
の
記
憶
」
が
残
さ
れ

る
こ
と
を
強
く
望
む
。
世
界

遺
産
と
異
な
り
、
知
名
度
は

決
し
て
高
く
は
な
い
が
、
歴

史
の
証
言
と
い
う
重
み
を
感

じ
、
触
れ
て
み
る
こ
と
を
勧

め
た
い
。

　
　
　
　
　
【
内
井
高
弘
】

　
温
泉
地
の
取
材

の
際
は
、
仕
事
が

終
わ
る
と
街
の
公

衆
浴
場
に
行
く
よ

う
に
し
て
い
る
。

地
元
客
の
利
用
が

多
く
、
そ
の
土
地
に
溶
け
込

ん
だ
か
の
よ
う
な
気
分
に
な

れ
る
の
が
心
地
良
い
▼
元
日

の
震
災
で
大
き
な
被
害
を
受

け
た
和
倉
温
泉
。
温
泉
街
の

中
心
に
あ
り
、
同
温
泉
の
シ

ン
ボ
ル
と
も
な
っ
て
い
る

「
総
湯
」
は
震
災
が
あ
っ
た

日
の
お
よ
そ
３
カ
月
後
の
３

月

日
に
営
業
を
再
開
。
筆

者
が
訪
ね
た
今
月
初
め
は
被

害
が
あ
っ
た
こ
と
を
忘
れ
さ

せ
る
ほ
ど
多
く
の
入
浴
客
で

に
ぎ
わ
っ
て
い
た
が
、
フ
ロ

ン
ト
係
の
方
に
よ
る
と
、「
復

旧
業
者
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

方
の
利
用
が
そ
こ
そ
こ
あ
る

も
の
の
、
観
光
の
お
客
さ
ま

が
ほ
と
ん
ど
い
な
い
の
で
、

以
前
と
比
べ
れ
ば
ま
だ
少
な

い
」
そ
う
だ
▼
東
日
本
大
震

災
に
よ
る
津
波
で
壊
滅
的
な

被
害
を
受
け
た
岩
手
県
陸
前

高
田
市
の
前
市
長
、
戸
羽
太

さ
ん
に
先
日
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

し
た
。
戸
羽
さ
ん
は
ま
ち
の

復
興
計
画
を
立
て
る
上
で
大

事
に
し
た
こ
と
は
「
市
民
が

津
波
で
亡
く
な
る
こ
と
が
二

度
と
な
い
ま
ち
に
す
る
こ

と
」。そ
し
て
「
た
だ
ま
ち
を

元
に
戻
す
〝
復
旧
〟
で
は
な

く
、
以
前
か
ら
あ
っ
た
課
題

を
解
決
さ
せ
る
こ
と
」
。
道

路
の
段
差
を
な
く
す
な
ど
、

バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
取
り
組
み

を
進
め
た
結
果
、
あ
る
障
害

者
関
連
団
体
の
全
国
大
会
を

都
市
部
以
外
で
初
め
て
受
け

入
れ
る
な
ど
、
成
果
が
目
に

見
え
て
表
れ
た
と
い
う
▼
和

倉
温
泉
も
復
興
し
た
際
に
は

従
来
よ
り
も
良
い
ま
ち
に
な

っ
て
い
る
こ
と
だ
ろ
う
。
そ

の
日
が
早
く
来
る
こ
と
を
願

う
ば
か
り
だ
。
【
Ｍ
・
Ａ
】

　
会
場
と
な
っ
た
「
和
倉
温

泉
お
祭
り
会
館
」
に
は
、
同

温
泉
の
旅
館
５
軒（
加
賀
屋
、

美
湾
荘
、
多
田
屋
、
は
ま
づ

る
、
宝
仙
閣
）
が
小
間
を
設

置
。
地
震
に
よ
る
被
害
で
休

業
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
中
、

不
要
に
な
っ
た
り
、
半
端
に

な
っ
た
り
し
た
食
器
や
小
物

類
、
家
具
な
ど
の
備
品
を
廉

価
で
販
売
し
た
。

　
午
前

時
の
開
場
を
前

に
、
お
目
当
て
の
品
を
手
に

入
れ
よ
う
と
会
場
前
に
は
長

蛇
の
列
が
で
き
た
。
混
雑
に

よ
る
ト
ラ
ブ
ル
を
避
け
よ
う

と
、
開
場
当
初
は
入
場
者
数

を
制
限
す
る
ほ
ど
の
盛
況
ぶ

り
だ
っ
た
。

　
地
元
住
民
に
と
ど
ま
ら

ず
、
遠
方
か
ら
も
買
い
物
客

が
訪
れ
た
。
愛
知
県
か
ら
来

た
と
い
う
夫
婦
は
「

時
間

か
け
て
、
こ
の
イ
ベ
ン
ト
の

た
め
に
こ
こ
ま
で
来
た
。
以

前
泊
ま
っ
た
こ
と
が
あ
る
旅

館
で
出
さ
れ
た
食
器
を
買
っ

た
ほ
か
、
さ
ま
ざ
ま
な
も
の

を
衝
動
買
い
し
て
し
ま
っ

た
」
と
ニ
ッ
コ
リ
。

　
出
店
し
た
旅
館
の
従
業
員

は
、
足
り
な
く
な
っ
た
品
物

を
宿
か
ら
急
き
ょ
持
ち
寄
る

な
ど
、
顧
客
へ
の
対
応
に
汗

を
流
し
て
い
た
。

　
　
　
■
　
　
　
■

　
多
田
直
未
・
同
イ
ベ
ン
ト

実
行
委
員
長
に
話
を
聞
い

た
。

　
―
―
イ
ベ
ン
ト
の
目
的
を

改
め
て
。

　
「
地
震
に
よ
る
大
き
な
被

害
を
受
け
て
、
建
物
の
解
体

が
行
わ
れ
ま
す
が
、
再
建
時

に
は
今
の
時
代
、
ど
う
し
て

も
規
模
が
縮
小
の
方
向
に
向

か
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
食

器
な
ど
の
品
物
も
持
て
余
し

て
し
ま
う
も
の
が
出
て
き
ま

す
」

　
「
地
震
に
よ
っ
て
割
れ
て

し
ま
い
、
数
が
半
端
に
な
っ

た
食
器
も
あ
り
ま
す
。
旅
館

で
は
半
端
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
ご
家
庭
や
飲
食
店
な
ら

ば
問
題
な
く
使
え
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
半
端
だ

か
ら
と
い
っ
て
捨
て
て
し
ま

う
の
は
し
の
び
な
い
。
地
震

に
よ
る
被
害
と
、
本
来
な
ら

ば
捨
て
な
く
て
も
い
い
も
の

を
捨
て
て
し
ま
う
。
二
重
に

心
が
痛
む
と
こ
ろ
で
し
た

が
、
ど
こ
か
で
使
っ
て
い
た

だ
け
る
と
し
た
ら
本
当
に
う

れ
し
い
で
す
」

　
「
温
泉
地
の
復
興
ビ
ジ
ョ

ン
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
『
め
ぐ

る
』
で
す
。
和
倉
温
泉
に
来

て
い
た
だ
き
、
能
登
半
島
を

『
め
ぐ
る
』
、
そ
う
し
て
も

ら
う
こ
と
で
経
済
が
『
め
ぐ

る
』
、
そ
し
て
温
泉
に
入
っ

て
体
に
血
が『
め
ぐ
る
』と
、

い
い
循
環
を
つ
く
っ
て
い
き

た
い
で
す
。
食
器
な
ど
物
品

も
い
い
具
合
に『
め
ぐ
っ
て
』

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
」

　
―
―
温
泉
地
復
興
へ
の
道

の
り
は
。

　
「
ま
だ
ま
だ
先
は
長
い
で

す
。
工
事
の
段
取
り
が
つ
か

な
い
と
こ
ろ
が
ほ
と
ん
ど
。

工
事
関
係
者
の
人
手
が
不
足

し
て
い
た
り
、
建
築
資
材
が

高
騰
し
て
い
た
り
と
、
心
配

事
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
」

　
―
―
多
田
さ
ん
の
宿
「
美

湾
荘
」
は
。

　
「
今
は
復
旧
業
者
さ
ん
の

宿
泊
を
、
無
事
だ
っ
た
館
で

受
け
入
れ
て
い
ま
す
」

　
「
部
分
解
体
を
今
月
か
ら

始
め
ま
す
が
、
来
年
い
っ
ぱ

い
か
か
り
ま
す
。
そ
こ
か
ら

建
て
直
し
に
入
り
、
１
年
半

か
ら
２
年
。
再
建
は
３
年
後

を
考
え
て
い
ま
す
。
従
来
の

８
階
建
て
か
ら
規
模
を
縮
小

し
て
５
階
建
て
に
す
る
予
定

で
す
」

　
―
―
国
な
ど
の
行
政
、
一

般
客
に
訴
え
た
い
こ
と
は
。

　
「
行
政
に
は
し
っ
か
り
と

予
算
を
付
け
て
、
ス
ピ
ー
ド

ア
ッ
プ
し
て
物
事
を
進
め
て

い
た
だ
き
た
い
。
早
く
復
旧

で
き
る
よ
う
に
、
サ
ポ
ー
ト

を
お
願
い
し
た
い
で
す
」

　
「
お
客
さ
ま
に
は
和
倉
温

泉
の
こ
と
を
忘
れ
な
い
で
い

た
だ
き
た
い
。
忘
れ
ら
れ
な

い
よ
う
に
、
私
た
ち
は
こ
の

よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
を
今
後
も

続
け
て
い
こ
う
と
考
え
て
い

ま
す
」

　
「
今
ま
で
旅
館
が
集
ま
っ

て
の
イ
ベ
ン
ト
は
な
か
な
か

で
き
な
か
っ
た
の
で
す
が
、

今
回
と
て
も
い
い
具
合
に
で

き
ま
し
た
。
来
年
以
降
、
復

興
し
て
か
ら
も
イ
ベ
ン
ト
を

続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
」

　
　
　
　
　
　
【
森
田
淳
】

　「九州アイランドサミット」
が福岡市内で開催。ＵＮＷＴＯ
駐日事務所の本保芳明代表、日
本旅館協会、全旅連の両トップ
らが「旅館・ホテル・温泉が支
える未来」を語った。

　西武・プリンスとオリックス
は、共通の倉庫から各施設に食
材をまとめて配送する「共同配
送」を京都・滋賀エリアで始め
た。

　ＪＲ西日本と日本旅行は、能
登復興応援ツアーを月から催
行する。和倉温泉の旅館での昼
食や祭りの疑似体験など、「今
行ける能登」を楽しむ。

　環境省が第８回全国温泉地サ
ミットを東京都内で開催。「温
泉地のインバウンド対応」をテ
ーマに４市の市長らがそれぞれ
の施策を講演した。

　公益財団法人日本交通公社が
開催した旅行動向シンポジウム
で、セントラルフロリダ大学の
原忠之准教授が講演。財源の獲
得手法をテーマに宿泊税やＤＭ
Ｏの在り方を提言した。


